
知財をひらく

ガイド



知的財産権のうち、特許庁が所管
する特許権、実用新案権、意匠権
及び商標権の４つの権利について、
プロジェクトや事業を進めていく際
の考え方をご紹介していきます。

人間の知的創造活動から生まれた成果
について、他の人から無断で使用され
ないよう、一定期間の独占権を与える
制度のこと。知的財産権を持つ人は、
その権利に基づいて他の人の模倣を防
ぎ、権利を活用することができます。
そうすることで、新しいアイデアをさら
に生み出すモチベーションを高め、産
業の発達を促すことがこの制度のひと
つの目的です。

プロジェクト目線で知財を見てみよう

ステップでわかる知財

知的財産権制度とは？

知的財産権のうち、特許庁が所管
する特許権、実用新案権、意匠権
及び商標権の４つの権利について、
プロジェクトや事業を進めていく際
の考え方をご紹介していきます。

「新しいアイデアを思いついた！ 権利や法律のことは難しく
てわからないけれど、このアイデアを守り、広げたい！」
このリーフレットは、そんなみなさんのための知財ガイドです。
人が新しいアイデアをつくり出したとき、常に生じうるのが

「知的財産権」。自分の大切なアイデアを尊重してもらうた
めには、この知的財産権についてきちんと理解することが
重要です。

知的財産権はなぜ必要なのか、そしてどんな可能性を持っ
ているのか。このガイドではプロジェクトや事業をはじめる・
つづける・ひろげるために、避けては通れない知的財産権
について、みなさんと一緒に考えていきます。

実用新案権
商品の形状や構造を
思いついたとき

ものの形状、構造、組合せに関する考案

を保護します。

商標権
商品やサービスの
名前やロゴを思いついたとき

商品やサービスを区別するために使う
マーク （文字、図形など） を保護します。

意匠権
商品の形状や模様などの
デザインを思いついたとき

独創的で美感を有するものの形状、模様、
色彩などのデザインを保護します。

特許権
オリジナルで新しい技術を用いた
商品やサービスを思いついたとき

自然法則を利用した、新規かつ高度で産業上
利用可能な発明を保護します。

プロジェクト目線で知財を見てみよう

ステップでわかる知財

実用新案権

商標権

特許権

知的財産権のうち、特許庁が所管
する特許権、実用新案権、意匠権
及び商標権の４つの権利について、
プロジェクトや事業を進めていく際
の考え方をご紹介していきます。

意匠権
人間の知的創造活動から生まれた成果
について、他の人から無断で使用され
ないよう、一定期間の独占権を与える
制度のこと。知的財産権を持つ人は、
その権利に基づいて他の人の模倣を防
ぎ、権利を活用することができます。
そうすることで、新しいアイデアをさら
に生み出すモチベーションを高め、産
業の発達を促すことがこの制度のひと
つの目的です。

知的財産権制度とは？



　ヒューマノイドロボットのデザインや航空会社の
ブランディング、現代美術の作品制作など、一見
関係ないように見える数々の仕事のなかで、僕
が一貫して大事しているのはオリジナリティです。
いまの時代、たくさんつくって、たくさん売ること
はデザイナーが本当にやるべきことなのか。そう
ではなく、どこにもない１個をつくる、その発想
に一番価値があると考えています。
　デザイナーにとってアイデアは命です。ただ、
そのときに単なるアイデアでは説得力がない。だ
からそのエビデンスとして、商標権や意匠権、さ
らには実用新案権や特許権を含めて提案してい
くことが必要になる。それは自分のアイデアを守
るだけでなく、事業として膨らませていくための
戦略としても非常に有効です。
　実際、僕の場合アイデアが思い浮かんだらス
ケッチをまとめて、弁理士や弁護士にすぐに相談
しています。そこでアイデアをふるいにかける過
程があることで、オリジナルなアイデアとして
自信を持って提案することができます。
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　たとえばこのコワーキングスペースのロゴ一
つとっても、車軸を意味する axle （アクスル）
というのは一般的な名詞なので、通常は商標権
を取ることができません。しかしシンボルの角
度などを計算しながらデザインすることで、権
利を取得することができます。こうした発想は
何度か訓練していれば、デザイナー自身からも
出てくるようになるでしょう。
　建築でも意匠設計と構造計算それぞれの専門
家が協働していますよね。それと同様に、これ
からブランドをつくっていくにはデザインと権
利について、デザイナーと弁護士・弁理士とが
二人三脚で考えていく必要があると思います。

松井龍哉　（フラワー・ロボティクス株式会社代表）
日本大学藝術学部卒業後、丹下健三・都市・建築設計
研究所を経て渡仏。科学技術振興事業団研究員を経て、
���� 年独立しフラワー・ロボティクス社を設立。工業デ
ザインをベースに、さまざまなロボットをデザインしてい
る。���� 年より現代美術作品を制作し活動の場を広げ
ている。

秋山かおり　（STUDIO BYCOLOR代表）
千葉大学工学部デザイン工学科を卒業後、オフィス家
具メーカーのイトーキに勤務。オランダのデザイン事
務所STUDIO Samira Boonを経て、����年、色や素材の
持つ力を効果的に活用するクリエイションを生み出す
デザイン事務所STUDIO BYCOLORを設立。

加藤百合子　（株式会社エムスクエア・ラボ創業者・代表）
東京大学農学部卒。英国Cranfield Universityにて修士号を取
得。����年にNASAのプロジェクトに参画し、翌年帰国。キヤノン、
産業用機械の開発企業の勤務を経て、����年にエムスクエア・ラ
ボを創業。専門分野は地域事業開発、農業ロボット、数値解析。

山田明良　（福永紙工株式会社代表）
アパレル商社勤務を経て、����年、東京都立川市の印刷加工会
社「福永紙工」へ入社。 ����年より同社にて「かみの工作所」を
発足。印刷・加工のノウハウをベースに、デザイナーと共同での
紙製品の開発、製造、販売を手がける。 ����年、同社の代表取締
役に就任。����年より、武蔵野美術大学／空間演出デザイン学
科非常勤講師。

INTERVIEW ��:松井龍哉 

知財を考えることは、
オリジナリティを考えること

　もともとエンジニアなので特許は身近なもの
でしたが、エムスクエア・ラボを創業してからは
経営の一貫として知財戦略により真剣に取り組
むようになりました。私たちのようなベンチャー
は自社のリソースや技術だけで、製造やサービ
スを成立させることは難しい。オープンイノベー
ションとして、さまざまな企業を巻き込みながら
共同で開発を進めていく必要があります。ただし
それらを組み合わせて、サービスにするための核
となるアイデアを持っているのはあくまで私たち
自身。ただの企画屋に終わらないためにも、権
利を持っていることはすごく重要になります。
　知的財産権の取得ってそれほど敷居の高いも
のじゃなくて、これから自分たちが主体となって
事業に取り組む上での最初のステップだと思って

います。それは特許でなくとも、意匠や商標でも
いい。私自身、サービスのネーミングを思いつい
たら、J-PlatPat で商標が取られていないかを確
認して、すぐに取得するようにしています。地域
での農産品の共同配送サービス「やさいバス」
をはじめるときも同様に、商標とウェブサイトの
ドメインを最初に確認しました。
　私の周りにも日々いろいろな発明をしている農
家さんがたくさんいます。自分の発明をビジネス
として広げていくためには、なるべくはやく弁理
士の方と接する機会を持つことが大切だと思い
ます。
　自分たちにしかできないことを探して、実行す
ること。そうすることで小さな企業であっても、
世界に広がる新しい事業が生まれてくるかもしれ
ません。そのためにもまずは身の回りの弁理士
や知財に関する相談窓口の門を叩いてみてもら
えたらと思います。

INTERVIEW ��: 加藤百合子

オープンイノベーションの
時代にこそ知財を

　���� 年から、紙を加工・印刷してできる道具
の可能性を追求するプロジェクトとして「かみの
工作所」をスタート。グラフィックやプロダクト、
建築などさまざまなジャンルのデザイナーが集
い、プロダクトを生み出してきました。
　当初から意識していたのは、デザイナーととも
に新しいものをつくるためのプラットフォームとし
て運営することです。プロダクトの制作をお願い
されたデザイナーだからといって、立場が上なわ
けでもない。逆に発注している側だからといって、
印刷工場の立場が上なわけでもない。どちらか
の立場を上げることで対等にするのではなく、は
じめから上下関係のない形で、どうやったら一緒
に楽しく新しいものをつくることができるのか。デ
ザイナーと、本当の意味でフラットな関係を築く
ことを目指しています。
　そのためにもロイヤリティや契約期間など、な
かなか口に出して言いづらいことも契約書で明確
にして、その条件で一緒にできる人たちに参加し
てもらうことにしています。また権利の帰属につ

いても、デザイナーの希望を聞きながら進めてい
ます。とくにかみの工作所ではつくってほしいも
のを決めてお願いする形ではないので、私たち
もデザイナーの方々もそこから何が出てくるのか
わからない。制作の過程で弁理士や東京都知財
センターの方に相談しながら、取得する権利を
見極めています。
　これからは印刷加工のことを超えて、企画から
製造、販売、マーケティング、ブランディングを
含めて、広い捉え方をしていく必要があります。
そのために自分たち自身もデザインの発想を取り
入れながら、本当の意味でフラットな関係で協働
していくことが大切だと思います。

INTERVIEW �� : 山田明良

新しいものづくりは
フラットな関係づくりから

　もともとインハウスデザイナーだったときは
社内に知財部がありましたが、デザイン事務所
STUDIO BYCOLOR を設立してからは、知財のこ
とも自分でやっていかないといけないんだと気
づきました。
　個人でデザインワークをするなかで、自分が
続けていかなければいけないと感じる場面が少
なからずあります。私自身、「マテリアルテー
ブル」の商標を取得したときには、自分が大切
にしていくものとして、生がある限り続けてい
く意気込みがありました。個人や小さな組織で
すべての権利を自分で取得するのは難しいです
が、長く付き合う覚悟のあるものについては取
るようにしています。
　自分自身で取得しない場合でも、クライアン
ト側の弁理士や弁護士には権利周りを確認をし
てもらっているかどうか、必ず問いかけをして

います。そのときに単なる製造元としてではな
く、クライアントにも自分の子をちゃんと育て
る気持ちを持ってほしい。そういう背景もあっ
て、私自身は共同で権利を持つことはほとんど
なく、権利の買取をお願いしています。
　クリエイティブなことを続けていくためには
権利を持つことだけがゴールではなく、契約の
ことも大切だと思っています。ロイヤリティに
するのか、イニシャルにするのか、それとも両
方にするのか。自分自身では権利を持たなかっ
たとしても、その企業とコンタクトを取り続け
られる状況をつくっていくようにしています。
　何かあったときに、クリエイティブに手がつ
かなくなってしまってからでは遅い。組織の中
にいないからこそ、自分のクリエイションを守
る術を持つ必要があると思っています。

INTERVIEW �� : 秋山かおり

権利は自分の
クリエイションを守る術

印刷・紙加工／プラットフォーム

ロボットデザイン／現代美術

プロダクトデザイン

サービスデザイン／農業ベンチャー



正しい人に使ってもらうための約束ごと

倉﨑：普段、クライアントの方とお話している
と、やっぱりプロダクトをつくる上での思いが
あるじゃないですか。「地域の人たちにこんな
風に使ってほしい」とか「つくり方までオープ
ンにして、地域の催事や教育の場でも使ってほ
しい」とか。その意図を伝えるのって、すごく
大切だと思うんですけど、やっぱりそれを理解
してくれない人たちもいますよね。そのときに
権利を持っておくと、つくり手が考える正しい
人に使ってもらえる。
永田：やっぱりみんなが楽しくものをつくろう
と思ったときに、ささやかながら約束ごとを記
しておくのは大切なことですよね。他の人に
使ってもらうという意味では、ある企業に特許
の一部の使用許諾が取れないかを相談したこと
があって。それは何十年も前にその企業が短い
文章で取得している権利なんですが、過去の技
術ではなかなか広まらなかったり、実現が難し
かったものでした。でも時代が変われば新しい
ものをつくれるかもしれない。そうした特許を
いま改めて使えるようにしてくれたら、世の中
が変わることもいっぱいあると思いますね。
倉﨑：そうですね。以前、あるゲームクリエイ
ターの方が、他社の過去につくったゲームをも
とに作品をつくろうとしていたときも、なかな
か権利の使用許諾が取れなかったことがあっ
て。その理由を聞いても、その会社の人たちも
その理由がわかってないんですよ。「これはう
ちの資産だからです、以上」みたいな。これか
ら何かをつくる予定もないのに、塩漬けになっ
ているものもありますよね。

数少ない日本の財産をつなぐために

永田：今日お聞きしたかったのは、産地と伝統
工芸のことです。以前、ある産地の企業が持っ
ていた織物の柄のサンプル集を、海外ブランド
が買いに来たことがありました。産地の企業か
らすると、いまの数千万が必要だから、そのサ
ンプルを売りたい。ただ契約にはその柄を今後、
他では使ってはいけないという条項が含まれて
いました。でもその柄って、江戸時代とか明治
時代からつくられているので、その企業には権
利はないんですよね。とはいえ、一度契約して
しまうと、今後もし産地でもう一度何かをした
いと思ったときにはその柄は使えなくなってし
まう。そのときは必死に説得して、企業がなん
とか耐えられるようにみんなで奔走していま
した。
倉﨑：権利がないところに権利を買いに来る。
結局、それって権利を買うというよりは、その
人たちが使わないことを契約上、合意してもら
う代わりに、お金を払いますよってことです
よね。
永田：しかもファッションがつらいのは、２～３
年経ったらそのブランドも使わなくなること。
そうすると、永遠に誰も使えないものになっ
ちゃうんですよ。先ほどの例でも、もし合意を
していたら、数百柄が歴史から消えてしまって

倉﨑伸一朗　（シティライツ法律事務所弁護士）
デザイン、ゲーム、映像、ウェブ / プラットフォームサービス、アプリ、
建築、出版、アートに関連する分野、これらの交錯する領域に関
してアドバイスを行う。業務範囲は、事業・サービスの法的側面
の設計・方向性の決定や作品制作に関する法律相談、事業活動
全般に関する契約関連業務から、著作権等の権利侵害、取締役
等の会社機関や債権回収等に関する紛争・訴訟対応業務までをカ
バーしている。

永田宙郷　（合同会社ててて協働組合共同代表）
『ものづくりをつくる』をコンセプトに数多くの事業戦略策定と商

品開発に従事。伝統工芸から最先技術まで必要に応じた再構築
やプランニングを手掛ける。作り手と使い手と伝え手を繋ぐ場「て
てて協働組合」の発起人で、特許庁窓口支援事業ブランディング
専門家などを務めながら、全国各地を巡業中。

自分で商標を調べてみよう！

知的財産権があることによって、自分が創造した知的財産
について、他者からの無断使用を防ぎ、そこから生じる収
益を得る機会を確保することができます。これにより新た
な知的財産を創出する意欲が削がれないようにすることを
目的としています。
また、意図した相手にのみ知的財産の使用権をライセンス
したり、その使用方法に条件をつけたりすることもできま
す。その知的財産を使いたいと思っている相手からすると、
知的財産権を持っている者から正式にライセンスを受ける
ことによって、安心して知的財産を使用することができ
ます。

商品やサービス、ブランドにとって、ネーミングはアイデンティティを
示す大切なもの。よいネーミングが思いついたら、まずは商標がすで
に登録されていないか確認しましょう。特許情報プラットフォーム

「J-PlatPat」から、簡単に調べることができます。ここでは同じ文字列、
似ている読み方、� つの方法で商標を調べてみましょう！

◎知財総合支援窓口―知財ポータル―
　アイデアから事業展開まで知的財産に関する、中堅・中小・ベンチャー
　企業向けの相談窓口。全国４７都道府県に設置されており、無料で相
　談を受け付けています。

◎日本弁理士会
　特許・実用新案・意匠・商標の出願手続や調査など、知的財産権全般
　について弁理士による無料相談を受け付けています。北海道・東北・
　北陸・関東・東海・関西・中国・四国・九州の各エリアごとに窓口あり。

◎知財支援策まる分かりガイド
　権利化や活用、海外展開まで、分野ごとに知財に関するさまざまな情
　報へのアクセス先がわかるガイドです。知財について具体的に知りた
　いトピックが出てきたら、まずはここから。

◎IP BASE
　特許庁によるスタートアップ向けの知財コミュニティポータルサイト。
　支援情報や先進事例をはじめ、スタートアップ向けの情報がまとまっ
　ています。

◎知財学習推進プロジェクト
　一般財団法人たんぽぽの家が取り組む、表現を社会へ発信するために
　必要な知財を学ぶ・知る・考えるプロジェクト。『表現をめぐる知財
　について考える本』や、知的財産権を学び深めるための協力型カード
　ゲーム「知財でポン！」など、楽しみながら知財を学べます。

＜同じ文字列の商標を調べる＞
　　➀　J-PlatPat の「商標検索」をクリックし、検索対象種別の中から
　　　　「出願・登録情報」を選択します。
　　➁　検索項目から「商標（検索用）」を選択し、キーワード欄に検
　　　　索したい文字列を全角で入力して検索しましょう。検索したい
　　　　キーワードの前後に「？」を入れると、部分的に一致する商標
　　　　も検索できます。
　　➂　同じキーワードでもひらがなやカタカナなどで入力すると別の
　　　　文字列として認識されます。別の表記でも検索してみましょう。

＜似ている読み方の商標を調べる＞
　　➀　J-PlatPat の「商標検索」をクリックし、検索対象種別の中から
　　　　「出願・登録情報」を選択します。
　　➁　検索項目から「称呼（類似検索）」を選択します。
　　➂　キーワード欄に検索したい読み方を全角カタカナで入力しま
　　　　しょう。
　　　　※同じ商標であっても、登録されている商品・役務（提供
　　　　する商品やサービスのカテゴリ） が異なれば、商標登録で
　　　　きる場合があります。

知財についてもっと知る

知財のことで困ったときの相談窓口

たとえば、ある有名なバッグのブランドが、これまでにな
いデザインのバッグを販売するとともに、広告動画を動画
配信サイトで配信しているとします。ブランド名やバッグ
の商品名を勝手に使用されないようにする権利が商標権、
バッグのデザインを模倣から守る権利が意匠権、広告動画
のような創作的な表現を独占的に使うことができる権利が
著作権です（なお、バッグのデザインが創作的な表現とい
える場合にはバッグのデザインにも著作権が発生する場合
があります）。
著作権は、広告動画を制作した時点で自然に発生するもの
ですが、商標権や意匠権は、一定条件を満たした上で、登
録費用を支払って公的に登録することで初めて発生するも
のです *。

* ただしブランド名、デザイン、営業秘密などは、商標権
や意匠権に求められる権利化の手続を経ずに、不正競争防
止法によって保護される場合があります。

知的財産権を侵害するとは、権利者が独占している権利の
対象を勝手に使うことを意味します。その際、重要になる
のは権利がどの範囲で存在しているのか、という点です。 
意匠権の効力の及ぶ範囲は、登録された意匠と同一及びこ
れに類似する意匠までです。たとえば、玩具について意匠
登録されているデザインを使って、無断で玩具を製造し販
売した場合には、意匠権を侵害していることになりますが、
同じデザインを使って和菓子をつくった場合には、和菓子
は玩具に類似する物品ではないため、意匠権侵害とならな
い可能性があります。一方で、著作権は著作物の利用を許
諾したり禁止する権利であるため、たとえば、ある小説 （著
作物Ａ）に基づいて無断で同じ内容の映画 （著作物Ｂ） を
制作した場合でも、著作権侵害になります。

知的財産権を侵害するとは、権利者が独占している権利の
対象を勝手に使うことを意味します。その際、重要になる
のは権利がどの範囲で存在しているのか、という点です。 
意匠権の効力の及ぶ範囲は、登録された意匠と同一及びこ
れに類似する意匠までです。たとえば、玩具について意匠
登録されているデザインを使って、無断で玩具を製造し販
売した場合には、意匠権を侵害していることになりますが、
同じデザインを使って和菓子をつくった場合には、和菓子
は玩具に類似する物品ではないため、意匠権侵害とならな
い可能性があります。一方で、著作権は著作物の利用を許
諾したり禁止する権利であるため、たとえば、ある小説 （著
作物Ａ）に基づいて無断で同じ内容の映画 （著作物Ｂ） を
制作した場合でも、著作権侵害になります。

法律上、誰に権利が発生するかということとは別に、契約に
よって誰が権利を持つかを決めることができます。プロジェ
クトが本格的に始まる前に契約を交わすことは、権利の帰属
や報酬の取り決めを明確にするという点で重要です。
たとえば、デザイナーのＡさんが企業Ｂに対して、リニュー
アル製品のデザインを提供する協業プロジェクトの場合、Ａさ
んと企業Ｂとの契約の中で「Ａさんに知的財産権が発生する
場合でもそれを企業Ｂに譲渡する」といった条項の記載を求
められることがあります。そのような場合、「企業Ｂに権利譲
渡する際にＡさんが受け取る対価はどの程度なのか」、「創
作したデザインをＡさんが自身の実績として外部に紹介して
よいのか」など、デザイナー自身がプロジェクトにどう関わ
りたいのかを明確にし、協業企業との契約内容に反映させて
いくことが重要です。

知的財産権は、不当な模倣行為などから自分自身のアイデ
アを守るだけでなく、そのアイデアの広め方を自らで設計
するためにも使うことができます。また、複数の主体が互
いの知的財産を持ち寄って協業することによって、発展的
なプロジェクトを生み出すこともできるでしょう。そのた
めに、知的財産に関する制度を理解し、専門家をうまく使っ
て権利取得や契約関係をコントロールしていくことが重要
です。

誰に相談するかの前にプロジェクトの具体的な内容（いつ、
誰と、どのようにして、誰に対して展開していくか）を明確
にすることが重要です。その上で弁護士、弁理士などの専門
家に訊く。
たとえば、アイデアやデザインについて既に第三者が権利を
登録していないか、自分で権利化できないかという相談であ
れば弁理士に、プロジェクト開始時や展開時の契約の座組

（複数人でやる場合、人を雇ってやる場合もあります）や既
存のデザインなどについての権利を侵害していないかといっ
た相談は弁護士に、といったように使い分けることもでき
ます。
入り口はどの専門家でもよいですが、どこからどこまでをど
の専門家に相談したらよいか交通整理をしてくれる専門家を
確保しておくことが重要です。最初の取っ掛かりを掴むため、
専門家が提供する無料法律相談を利用することも一つの選
択肢です。

知的財産権は
何のためにあるの？

権利侵害って何？

商標権・意匠権と
著作権の違いって？

知財がもつ可能性って？

プロジェクトをつくるとき、
誰に相談したらいい？

企業との協業プロジェクト、
権利はどちらに？

プロジェクトのための知財

個人や企業、そして地域にとって、知財にはどんな可能性があるのでしょうか。伝統工芸・
地域産業に精通し、���� 年から窓口支援事業に携わり、地域のものづくりを権利やブラン
ディングの視点からサポートする、合同会社ててて協同組合共同代表の永田宙郷さん、そし
て個人や中小企業をはじめとするデザイナー・クリエイターの権利や契約に関わるアドバイ
スを行う、シティライツ弁護士事務所の倉﨑伸一朗さんにお話を伺いました。

いたかもしれません。いま日本がいろんな産業
が世界から出遅れているなかで、伝統工芸って、
数少ない日本に残る固有の財産だと思うんです
よね。こうした問題をどう防ぐのか、潰れそう
な会社や産地がどう権利を手放すのか、未来の
ことも含めてどう判断するのかっていうのは今
後、地域の伝統産業で一気に課題になってくる
と思います。

スタンダードを変えていく「しつこさ」

倉﨑：伝統工芸品は新規性の点で意匠権が取れ
ない場合が多い。じゃあ著作権はどうなのか。
工芸品にも著作権は発生しうるんですけど、な
かなかそのハードルが高くて。とくに著作権は
意匠権と異なり、権利取得のために審査を受け
て登録するというシステムが基本的にはなく、
最終的には裁判にならないとわからないんです
よね。そうなると契約を使って地域で伝統工芸
品の利用に関する枠組みをつくるとかの工夫が
必要かもしれません。
永田：僕らは契約を止める判断をしましたが、
いま思えば倉﨑さんのような方が入れば、一時
的にサンプルを貸して、その後は自分たちも使
えるような契約の方法もあったのかもしれま
せん。
倉﨑：そうですね。たとえば個人や中小企業の
デザイナーの方が企業から受託してデザインす
るときも、産業財産権は持たなくても、その後
のデザインを監修する権利やロイヤリティを契
約で定めたりすることもありますよね。また、
自分のスタンスを反映させた契約書の雛形を作
成しておいて、企業から依頼を受けた段階でそ
れを提示することで、デザインや写真等の作品
について、委託を受けて制作するものであって
も自分の作品をコントロールしていこうとする
デザイナーや写真家もいます。このような行為
を通じて単に契約条件を合意するというだけで
なく、自分の制作物についての意思表明をして
いるともいえます。契約は公序良俗に違反した
り、その他法令に違反などしない限り、お互い
の合意のもとに自由に決められるので、少しず
つでも契約にいろいろなものを盛り込んでい
く。多少イレギュラーでもいいので、案件ごと
に主張することで、その契約をスタンダードに
していく「しつこさ」が本当に必要だなと思い
ます。

Roundtable　永田宙郷＋倉﨑伸一朗

これからの個人、企業、そして地域のための知財
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知財に関する � つの疑問 【実践編】

もっと詳しい使い方はこちら！☞
特許庁「商標を検索してみましょう」

J-PlatPat ☞

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、相談が休止されている場
合がございます。 実施状況については各ウェブサイトをご確認ください。

個人と知財の間に生まれる疑問をシティライツ法律
事務所に所属する倉﨑伸一朗弁護士が解説します。

知的財産とは、典型的には技術的なアイデア、デザイン、
ロゴマーク、芸術作品や小説などの表現のことを指します。
この知的財産を対象とする権利をまとめて知的財産権と呼
びます。知的財産権には、商標権、意匠権、実用新案権、
特許権、著作権などがあります。

�

自分で商標を調べてみよう！

知的財産権があることによって、自分が創造した知的財産
について、他者からの無断使用を防ぎ、そこから生じる収
益を得る機会を確保することができます。これにより新た
な知的財産を創出する意欲が削がれないようにすることを
目的としています。
また、意図した相手にのみ知的財産の使用権をライセンス
したり、その使用方法に条件をつけたりすることもできま
す。その知的財産を使いたいと思っている相手からすると、
知的財産権を持っている者から正式にライセンスを受ける
ことによって、安心して知的財産を使用することができ
ます。

知財についてもっと知る

知財のことで困ったときの相談窓口

たとえば、ある有名なバッグのブランドが、これまでにな
いデザインのバッグを販売するとともに、広告動画を動画
配信サイトで配信しているとします。ブランド名やバッグ
の商品名を勝手に使用されないようにする権利が商標権、
バッグのデザインを模倣から守る権利が意匠権、広告動画
のような創作的な表現を独占的に使うことができる権利が
著作権です（なお、バッグのデザインが創作的な表現とい
える場合にはバッグのデザインにも著作権が発生する場合
があります）。
著作権は、広告動画を制作した時点で自然に発生するもの
ですが、商標権や意匠権は、一定条件を満たした上で、登
録費用を支払って公的に登録することで初めて発生するも
のです *。

* ただしブランド名、デザイン、営業秘密などは、商標権
や意匠権に求められる権利化の手続を経ずに、不正競争防
止法によって保護される場合があります。

法律上、誰に権利が発生するかということとは別に、契約に
よって誰が権利を持つかを決めることができます。プロジェ
クトが本格的に始まる前に契約を交わすことは、権利の帰属
や報酬の取り決めを明確にするという点で重要です。
たとえば、デザイナーのＡさんが企業Ｂに対して、リニュー
アル製品のデザインを提供する協業プロジェクトの場合、Ａさ
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場合でもそれを企業Ｂに譲渡する」といった条項の記載を求
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渡する際にＡさんが受け取る対価はどの程度なのか」、「創
作したデザインをＡさんが自身の実績として外部に紹介して
よいのか」など、デザイナー自身がプロジェクトにどう関わ
りたいのかを明確にし、協業企業との契約内容に反映させて
いくことが重要です。

知的財産権は、不当な模倣行為などから自分自身のアイデ
アを守るだけでなく、そのアイデアの広め方を自らで設計
するためにも使うことができます。また、複数の主体が互
いの知的財産を持ち寄って協業することによって、発展的
なプロジェクトを生み出すこともできるでしょう。そのた
めに、知的財産に関する制度を理解し、専門家をうまく使っ
て権利取得や契約関係をコントロールしていくことが重要
です。

誰に相談するかの前にプロジェクトの具体的な内容（いつ、
誰と、どのようにして、誰に対して展開していくか）を明確
にすることが重要です。その上で弁護士、弁理士などの専門
家に訊く。
たとえば、アイデアやデザインについて既に第三者が権利を
登録していないか、自分で権利化できないかという相談であ
れば弁理士に、プロジェクト開始時や展開時の契約の座組

（複数人でやる場合、人を雇ってやる場合もあります）や既
存のデザインなどについての権利を侵害していないかといっ
た相談は弁護士に、といったように使い分けることもでき
ます。
入り口はどの専門家でもよいですが、どこからどこまでをど
の専門家に相談したらよいか交通整理をしてくれる専門家を
確保しておくことが重要です。最初の取っ掛かりを掴むため、
専門家が提供する無料法律相談を利用することも一つの選
択肢です。
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知財に関する � つの疑問
個人と知財の間に生まれる疑問をシティライツ法律
事務所に所属する倉﨑伸一朗弁護士が解説します。

知的財産とは、典型的には技術的なアイデア、デザイン、
ロゴマーク、芸術作品や小説などの表現のことを指します。
この知的財産を対象とする権利をまとめて知的財産権と呼
びます。知的財産権には、商標権、意匠権、実用新案権、
特許権、著作権などがあります。
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そもそも知的財産って何？
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